
  由加の森には、少しあばれんぼうのトナカ
イさんがすんでいたそうです。名前は「デコ
ピン」。そのデコピンはずっとひとりぼっち
でさびしいので、時々現れては、人にいたず
らをしたり、畑を荒らしたりしていました。
それを見かねたサンタクロースの子どもたち
が、そのデコピンをつかまえて、みんなの役
に立てるようにしようとしました。ある日、
みんなの広場に出てきたデコピンを、子ども
たちがみんなで力を合わせてつかまえまし
た。そして、人に慣らすために森の散歩に行
くときは、いつも一緒に連れて歩くようにし
ました。そうすると、デコピンはだんだん慣
れてきて、子どもたちを行ったことのない、
道もない、森の奥に連れて行ってくれるよう
になりました。
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　子どもたちとデコピンはとても仲良くなって、いろいろなこ
とを一緒にするようになりました。いよいよ、クリスマスが近
づいてきました。子どもたちとデコピンは、森の宝物を探した
り、落ち葉ですてきなクリスマスツリーを作ったりして、楽し
いクリスマスを迎えられるようにがんばりました。そして、ク
リスマスの時には、キャンドルに火を灯し、お母さんに絵本を
読んでもらって、大好きなマシュマロを焼いて食べました。前
のクリスマスまではひとりぼっちだったデコピンは、とてもう
れしくて幸せいっぱいになって、涙があふれました。それから
ずっと、デコピンはみんなに囲まれて森で楽しく暮らすように
なったということです。

 こんなお話の世界をネイチャーゲームで体験してみまし
た。子どもたちはとてもたくましく、そして、とてもやさ
しかったです。


